
様式第32号（第63条関係）

　（宛先）長野市長

住　　所

氏　　名

連絡先（電話）

　（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

担 当 者 名

事業場の所在地

 廃プラスチック類（石綿なし）  木くず  ガラ・コン・陶磁器（石綿なし）  がれき類（石綿なし）

0601 0800 1301 1501

廃プラスチック類の破砕施設

950○○○○○○

木くずの破砕施設

950○○○○○○

がれきの破砕施設

950○○○○○○

合計

　１　処分した産業廃棄物の種類及び市長が別に定めるコードをＡ欄に記入し、産業廃棄物処理施設ごとに当該種類の産業廃棄物に係る処分量を記載してください。

　２　処分量には、報告者自ら排出した産業廃棄物の処分量を含めてください。

　３　処分量は、トンに換算して記載してください。

産業廃棄物処分実績及び施設状況報告書（令和６年度実績）

令和　７年　４月　○日　

令和６年度の産業廃棄物処理施設ごとの産業廃棄物の処分実績について、長野市廃棄物の適正な処理の確保に関する条例第78条第２項の規定により報告します。

長野市大字○○□□番地（○○事業所） 当該事業場内の許可施設数 3

産業廃棄物処理施設
の種類及び許可番号

処分した産業廃棄物の種類及び処分量（t）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

50.3 100.1

備考

長野市大字○○△△番地

026-○○○-○○○○

○○課　○○○○

○○株式会社　代表取締役　○○○○

100.5

100.5 10.1 50.3 100.1

10.1

○報告書作成手順

１ 黄色に着色されたセルに必要事項を入力してください。

※入力すると着色が消えます。

２ 産業廃棄物処理施設設置許可証をもとに「産業廃棄

物処理施設の種類及び許可番号」を記入してください。

～処分の実績が無い場合は、以上で完了です。～

３ 処分実績に基づき、Ａ行下段に廃棄物コードを入力

のうえ、該当施設の処理量を入力してください。

※数値は原則小数点第１位までとしてください。

○注意事項

・自社処分量及び受託処分量の合計により報告してくだ

さい。

・入力にあたり、様式下部に記載された「備考」を参考

にしてください。

・「混合廃棄物」(建設系含む)や「廃電気機器」(複合

製品等)の場合、含まれる廃棄物の種類毎に分類、

按分して報告してください。按分が難しい場合に限り

「その他（混合廃棄物等）」として報告してください。


